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研究成果の概要（和文）：本研究では、代表的な１型糖尿病モデル動物のNOD（Non-Obese 

Diabetic）マウスを用いて、母体環境および母体栄養の相違が仔の１型糖尿病発症と病態

進行の過程にどのような影響を与えるのかについて検討した。その結果、母体環境の違い

が１型糖尿病発症に対してより影響する可能性が示唆された。 

 
研究成果の概要（英文）：In this study, to investigate the effect of maternal 

environment and nutrition on the development of type 1 diabetes in the offspring, 

we examined it using the Non-Obese Diabetic (NOD) mouse, a type 1 diabetes 

mellitus model animal. The present study suggests that the difference of maternal 

environment may affect the onset of type 1 diabetes. 
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１．研究開始当初の背景 

ヒト１型糖尿病は、患者の多くが小児期に

急激な経過で発症し、一生涯インスリン注射

を必要とする自己免疫性の重篤な疾患であ

る。先行研究から、母体の内分泌環境あるい

は母体栄養の違いが１型糖尿病の発症率に

深く影響を与えるという知見を得ているが、

その詳細なメカニズムは不明である。本研究

では、母体の内分泌環境あるいは母体栄養の

違いがそれぞれどのように仔の 1型糖尿病発
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症に関わっているのかについて明らかにす

ることを目的とした。 

 
２．研究の目的 

１型糖尿病モデル動物の NOD マウス、NOD マ

ウスの起源であり非糖尿病動物の ICRマウス

を仮親として、NOD マウス受精卵を胚子移植

することにより、母体環境の相違による 1 型

糖尿病の発症率の違いがどのようなメカニ

ズムによるのか、また、それぞれのモデル動

物に糖尿病の病態進行および抑制作用をも

つ必須脂肪酸比率（n-6/n-3）の異なる食餌

を摂取させ、離乳前の母体栄養の中でも必須

脂肪酸摂取比率が１型糖尿病の病態に及ぼ

す影響を比較検討した。 

 

３．研究の方法 

マウス用通常飼料をもとに、炎症性疾患を修

飾するとされている必須脂肪酸比率および

組成の異なる食餌を作成した。各々を NODマ

ウス妊娠母獣に摂取させ、母獣および仔の顕

性糖尿病発症までの病態に及ぼす影響につ

いて検討した。膵島炎発症開始時期・炎症進

行程度、顕性糖尿病発症率について組織病理

学的解析を行った。 

 

４．研究成果 

糖尿病の病態進行作用をもつ必須脂肪酸比

率の異なる食餌を、仮親である NOD、ICR マ

ウスに摂取させ、その後 NOD 受精卵を各仮親

に移植して仔を得た。糖尿病の病態進行作用

をもつ必須脂肪酸比率の食餌を摂取した ICR

を仮親とした母体から生まれた仔において

は、通常食を摂取した ICR母体から生まれた

仔と比較して、膵島炎発症開始時期に有意な

差は認められなかった。また、炎症進行程度、

顕性糖尿病発症率についても、通常飼料を摂

取した群と有意な差は認められなかった。し

かしながら、NOD を仮親とした母体から生ま

れた仔については、糖尿病の病態進行作用を

もつ必須脂肪酸比率の食餌を摂取した場合

は糖尿病発症が促進されることが示唆され

た。 
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